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はじめに
　法政大学図書館司書課程では、2012 年度から新課
程の科目を一部開講し、2013 年度からはすべての科
目が開講された。新課程では、情報化社会に適応した
司書を育成することに力点が置かれている。例えば、
新課程で開講された「情報サービス演習」では、旧課
程の「情報検索演習」と「レファレンス演習」の内容
を引き継ぎつつ、情報化社会の発展・社会状況の変化
を踏まえ、発信型情報サービスに関する演習を行うこ
とが求められている。
　しかし、本学で図書館司書課程を履修する多くの学
生は「本が好き」「図書館が好き」といった理由で司書
資格を取得しようとする傾向があり、逆に「コンピュー
タが苦手」といった学生も多く、学生の志向と実際に
図書館職員に求められる資質やスキルとのギャップも
ある。このような苦手意識は、学生が発信型情報サー
ビスのような抽象的な内容を理解するのを難しくさせ
ている側面もあるだろう。
　そこで、学生が発信型情報サービスについての理解
を深め、情報を発信するスキルを習得させるために、
筆者が担当する「情報サービス演習」では、情報検索
演習やレファレンス演習に加え、学生が SNS のアカウ
ントを取得し実際に図書館がどのように SNS を使って
発信型情報サービスを行っているのか理解する演習や、
CMS を用いて発信型情報サービスの基盤となるウェブ
サイトを構築する演習を行い、抽象的になってしまい
がちな講義だけでなく、具体的な演習を通して理解を
深める授業実践を行った。本稿では、SNS や CMS を用
いた実践内容を紹介し、その成果と課題をまとめる。

１．発信型情報サービスと「情報サービス演習」
（１）地域を支える情報拠点としての図書館
　かつて公共図書館は、本の貸し出しに力を入れてい
たこともあり、無料の貸本屋といった批判もあった。
しかし、現在では、利用者へのレファレンスサービス、
課題解決サービスなどの情報サービスを提供する機関
であるとの理解が広がりつつある。
　文部科学省の協力者会議「これからの図書館の在り
方検討協力者会議」は、2005 年 3 月に、地域を支え
る情報拠点を目指した「これからの図書館像」を示し、

各図書館が特に取り組むべき新たな課題について、取
組の視点や具体的な方策をとりまとめ、提言を行った。
同報告では、図書館が「趣味や娯楽のための施設」「本
を無料で貸し出す場所」「学生が勉強するための空間」
といったイメージを持たれていることを指摘しつつ、
新しい図書館像として「地域の発展に欠かせない施設」
にすることが必要であると指摘している。そこでは、「司
書が様々なデータベースを検索し、図書だけでなく雑
誌記事、新聞記事、インターネット上の情報等多様な
資料や情報を利用者に提供」したり、「ホームページを
活用した情報発信」や「電子メールによる通信」によっ
て、図書館に行かなくても、かなりの程度まで図書館
サービスを利用したりできるようになることを、実例
をあげつつ示している。そのような情報を発信するサー
ビスを提供している図書館は、利用者が必要な情報を
迅速かつ的確に得ることができるとともに、仕事や生
活上の課題を解決するために利用できる「地域を支え
る情報拠点」として、地域の人たちに「地域や住民に
役立つ図書館」として認識されていることが示されて
いる（註１）。

（２）図書館司書課程の新課程への移行
　さらに、「これからの図書館の在り方検討協力者会議」
は、図書館職員の養成・研修の在り方についての報告
書「図書館職員の研修の充実方策について（報告）」を
2008 年 6 月にまとめた（註２）。そこでは、これからの
図書館職員に求められる資質・能力として、「資格取得
時に身につけた図書館に関する基礎的な知識・技術を
さらに深め向上させることが必要である」とし、司書
が図書館で専門的な職員として業務を行う上で求めら
れる知識・技術として、「社会の変化や地域の状況など
図書館を取り巻く環境や制度等に関する知識」「図書館
の存在意義を理解し、外部の人々にそれをわかりやす
く説明できる能力」「生涯学習社会に対応し、人々の学
習活動を支援するとともに様々な質問や問い合わせに
対応する知識や技術」「高度化・多様化する学習ニーズ
に応えられるレファレンスサービスを実施するための
知識・技術」「地域が抱える課題の解決のための図書館
サービスや事業の企画・実施、そのための資料の組織化、
コンテンツづくりのための知識・技術」の習得が必要
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になると述べている。また、「情報化の進展に伴い、電
子媒体の利用を進め、印刷媒体とインターネット等に
よる電子媒体を組み合わせて利用できる図書館（ハイ
ブリッド図書館）を目指すことが緊急の課題」である
とし、「データベースやインターネット等の電子情報の
利用に関する知識・技術の修得を、従来よりも重要視
する必要がある」ことも指摘している。
　同協力者会議は、図書館司書資格を取得するために
大学でどのような科目を開講すべきかを検討し、2009
年 2 月に「司書資格取得のために大学において履修す
べき図書館に関する科目の在り方について」報告書を
提出している（註３）。同報告書は、これからの司書の養
成内容に必要な新たな視点として、「急速に進行する情
報化に対応するために、図書館の業務やサービスの基
礎となる情報技術の知識や技術の向上が必要である」
ことや、これからの図書館では「レファレンスサービ
スの体制作りと質的向上、最近注目されている課題解
決支援サービスや発信型情報サービスが重要」である
ことを指摘している。文部科学省は同報告書に基づき、
2009 年 4 月に文部科学省令「図書館法施行規則」を
改正し、図書館司書課程は 2012 年度から新課程に移
行した。

（３）新課程「情報サービス演習」の授業内容
　新課程の「情報サービス演習」は、旧課程の「情報
検索演習」と「レファレンス演習」を発展的に組み合
わせた科目として新設された。
　文部科学省は司書課程のそれぞれの科目の内容につ
いて、「司書資格取得のために大学において履修すべき
図書館に関する科目一覧」 を公開し、個々の科目の内
容について定めている（註４）。そこでは、「情報サービス
演習」の目的を「情報サービスの設計から評価に至る
各種の業務、利用者の質問に対するレファレンスサー
ビスと情報検索サービス、積極的な発信型情報サービ
スの演習を通して、実践的な能力を養成する」として
いる。また、授業内容としては、下記の 7 項目を提示
している。
(1) 情報サービスの設計（レファレンスサービスの体制

づくりを含む）
(2) レファレンスコレクションの整備
(3) レファレンスインタビューの技法と実際
(4) 情報検索の技法と実際（各種データベースの検索演

習や電子ジャーナルの活用）
(5) 質問に対する検索と回答（質問の分析と情報源の選

択を含む）
(6) 発信型情報サービスの実際（パスファインダーの作

成を含む）
(7) 情報サービスの評価（レファレンス事例の作成・評

価を含む）
　このように新課程の「情報サービス演習」では、「発

信型情報サービス」についての扱いが大きくなってい
ることが特徴であるといえる。

（４）関連研究
　新課程の「情報サービス演習」のテキストになるよ
うな図書が各社から発売されている。一例をあげると

『情報サービス演習 ( 現代図書館情報学シリーズ )』（原
田 2012）（註５）、『情報サービス論及び演習（ライブラ
リー図書館情報学 6）』（大串・金沢 2012）（註６）、『情
報サービス論及び演習 ( 図書館情報学シリーズ )』（中
西ほか 2011）（註７）などがある。原田（2012）は発信
型情報サービスについて、図書館で調べものをする利
用者は自分で調べようとする場合が多いため、利用者
が自分で調べられるようなツールを作成し発信してい
くことが情報サービスにおいて不可欠な要件となって
おり、それらはインターネットを使って公開すること
が主流になっていくだろうと指摘している。また、中
西ほか（2011）は発信型情報サービスを、伝えるべき
相手に合わせて情報を選択・加工して発信することに
より、不明確な状態にある利用者の情報要求を顕在化
させて次の行動に働きかけたり、あるいは異なる情報
要求を創出させたりして情報利用を促進し、新しい社
会的価値を生み出したり、また逆に図書館側にも新し
いニーズを発見・知識創造の機会を与えたりする提案
型サービスであると定義している。
　これらの図書の中で、発信型情報サービスとしてど
のような内容を扱っているのか、またどの程度の分量
を占めているのか、該当する章のページ数を調べた。
その結果、『情報サービス演習』（原田 2012）では、演
習内容として「パスファインダー」作成、「インフォメー
ションファイル」「FAQ・リンク集」「レファレンス事
例データベース」を扱い、213 頁中 11 頁の分量を占
めていた。また、『情報サービス論及び演習』（中西ほ
か 2011）では、演習内容として「パスファインダー」、

「リンク集」「SDI」などについて言及があり、159 頁中
9 頁（p.85-87、p.145-150）の分量を占めていた。
　どちらも、発信型情報サービスについては全体の 5%
程度の分量であった。発信型情報サービスが重要であ
ると言われているが、まだ司書課程の演習で十分に行
う体制が整っていないことがうかがえる。
　発信型情報サービスとして、紙のパスファインダー
作成（丹 2012）（註 8）やレファレンスＰＯＰの作成（桂
2013）（註 9）といった実践が多く行なわれてはいるが、
これらは図書館に来館した利用者を対象にした発信型
情報サービスであるといえるだろう。しかし、図書館
に来館しないものの、情報ニーズを持っている潜在的
な利用者向けのサービスの重要性も指摘されている。
たとえば、岡本（2010）が、ソーシャルメディアを活
用することで潜在的な利用者に情報を伝える重要性を
指摘しているように、図書館から主体的に情報を発信



31

することが必要な時代になっている（註 10）。
　また、米国図書館協会（ALA）のレファレンス・利
用者サービス協会（RUSA）は、2008 年に「レファレ
ンス」の新しい定義を発表した。そこでは、情報ニー
ズを満たすため、調査コレクション、調べ方ガイド、
各種目録、データベース、ウェブサイト、検索エンジ
ンなどを構築、維持管理し、利用者が図書館内からで
も館外からでも、独力で利用できるようにすることも

「レファレンス・ワーク」の一部であるとした（註 11）。
　このように、図書館から発信するサービスが注目さ
れるようになった背景として、情報化社会の発展、す
なわちウェブの社会化があるといえる。ブロードバン
ド回線やスマートフォンが普及し、だれもが常時ウェ
ブにつながった社会になった現在、図書館もウェブへ
情報発信しウェブを通してサービスを提供する社会的
なニーズに応える必要に迫られているといえる。そし
て、新課程における「情報サービス演習」も、このよ
うな要望に応える授業を行うことが求められていると
いえるだろう。
　こうした情報発信については、ウェブが基盤となる
ことから、図書館のウェブサイトからの情報発信が今
後ますます重要になってくると考えられる。そして、
そのウェブサイトをポータルとして、様々な情報発信
やサービスが提供されていくことになるだろう。
　しかし、図書館司書課程の授業では、ウェブへの情
報発信や、ソーシャル・ネットワークの活用など、図
書館からの情報発信について、十分に扱えていないと
言えるだろう。特に、現在、多くのウェブサイトは、
従来のウェブ作成ソフトを用いて一人が HTML 言語
で構築する方法から、CMS（Contents Managements 
System）を用いた複数人による分散的な構築に移行し
ている。CMS とは Web コンテンツを構成するテキス
トや画像などのデジタルコンテンツを統合・体系的に
管理し、配信するために必要な処理を一元管理して行
うシステムのことで、一般的な Web サイトのみなら
ず、Wikipedia やブログ、ツイッターや LINE に代表さ
れるソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）な
ど、Web2.0 以降の多くのサービスが CMS を基盤に構
築されている。菅原（2012）は、「CMS」的なコミュ
ニケーションの在り方はウェブ社会の大きな特徴であ
り、ウェブに主体的に参画し、価値を構築し、社会的ネッ
トワークを拡大するといった「価値を生み出す」ことが、
人々の生活の質や幸福の実現を大きく左右する時代に
なったと指摘している（註 12）。また、新井（2010）は、
CMS が普及することで、だれもが容易に情報の発信者
になることが可能になり、ウェブを用いたコミュニケー
ションが容易に行えるようになったことで、ウェブサ
イトを持っているだけで価値があった時代から、どの
ような価値がある情報を発信できるか、どのようにコ
ミュニケートすることができるかが評価される時代に

移行したことを示唆している（註 13）。

２．研究目的と方法
（１）目的　
　これまで述べてきたように、図書館からの情報発信
や、発信型情報サービスの重要性が指摘されつつも、
それを司書養成課程でどのように育成していくかにつ
いては、十分に議論がされていないと考えられる。また、
本学の図書館司書課程の学生は、本が好きで司書課程
を履修する傾向が強く、情報技術に関する興味や関心
はけっして高くないという指摘もある（註 14）。そのよう
な学生に、データベースの構築、ウェブからの情報発
信の重要性について授業で説明しただけでは、具体的
なスキルを習得することが難しく、具体的な実施方法
を理解していなければ、司書として実際のサービスと
して実施することは困難であると推測される。
　本学に限らず、図書館ではこれまでも、発信型情報
サービスとしてパスファインダー作成が行われ、司書
課程においてはパスファインダーを作成する演習が実
施されてきた。しかし、現在、発信型情報サービスに
高い関心が集まるのは、ウェブの普及によってだれも
が情報を受け取ることができ、図書館が情報発信する
際のコストを抑えることが可能になったことが理由で
ある。言い換えるならば、発信型情報サービスとは、ウェ
ブへの発信をともなう発信型情報サービスであると言
え、そのような発信型情報サービスに関する知識と技
術を持った専門職としての司書を養成することが、図
書館司書課程に求められているといえるだろう。
　しかし、ウェブを用いた発信型情報サービスについ
ての具体的な授業実践事例はそれほど多くない。そこ
で本論では、SNS や CMS を用いて発信型情報サービス
について扱う授業を提案し、その評価を行う。

（２）仮説
　講義形式だけでなく、実際に体験を伴う演習を行う
ことで、学生の学習意欲が高まることが示されている

（菅原 2014）。実際にウェブを作成したり、SNS を図
書館がどのように使っているかを体験したりする演習
を行い、コンテンツ構築の体験を通して、発信型情報
サービスについての理解を深め、関心を高めるととも
に、学生の ICT スキルの向上が可能になると考えられ
る。そこで、下記の 2 つの仮説を立て授業実践を行った。
仮説１：SNS を図書館がどのように活用しているかを、

実際に使われているソーシャルメディアを使いなが
ら演習（SNS 演習）することで、学生は図書館がソー
シャルメディアを用いた発信型情報サービスについ
ての理解を深めることができる。

仮説２：CMS を用いたウェブ作成演習（CMS 演習）を
通して、学生はどのようにウェブが構築されている
のかを理解するとともに、ウェブを用いたサービス
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についての理解を深め、CMS を用いた情報発信の
ためのスキルを身につけることができる。

（３）方法
①法政大学「情報サービス演習」概要
　法政大学市ヶ谷キャンパスで 2014 年度に通年開講
された「情報サービス演習」にて実践を行い、仮説を
検証した。
　学生の傾向としては、本学の図書館司書課程の受講
生の多くは、文学部日本文学科の学生であり、これま
でのアンケート調査等から「司書になりたい」「本が好
き」「図書館が好き」といった理由で図書館司書課程を
履修する傾向が強い。一方、文系の学生が主体となる
ため「コンピュータが苦手」という学生が多いことも
特色であり、そのような学生に図書館の情報化や図書
館情報技術について理解させることが必要になる。
　次に授業環境については、本学のコンピュータ教室
が比較的多いこともあり、授業時間帯を調整すればコ
ンピュータ電算実習室を確保できる状況であるため、
コンピュータ教室を用いた。また、コンピュータ教室
を使う授業では、大学として TA を配置する方向性が
あり、「情報サービス演習」にも大学院生の TA が就い
ている。
②授業計画
　発信型情報サービスに関する演習は、秋学期に表１
の内容で行った。最初に、発信型情報サービスについ
て講義を行い、SNS 演習、CMS 演習の順で演習を行った。

３．授業内容
（１）「発信型情報サービスとは」（第4回）
　秋学期の第 4 回目には、そもそも発信型情報サービ
スとは何かについて、講義を行った。この回の授業で
扱った発信型情報サービスは、「ＦＡＱ集、リンク集」「パ
スファインダー」「リファレンス事例集（データベース）」

「地域情報発信」「課題解決支援サービス（ビジネス支
援など）」「大学等の機関リポジトリ」「ブログ」「SNS」

「SDI（Selective Dissemination of Information）」である。
授業では、説明するだけではなく、実際にどのような
サービスが行われているのかを、学生に実際のウェブ
サイトにアクセスして確認させた。
　また、この回では、学生の発表課題として「図書館が、
どのような発信型情報サービスを行っているかを調べ
て発表する」という課題を出し、第 8 回目にそれぞれ
が調べてきたことを発表することにした。発表の準備
をするにあたっては、可能であれば、ウェブへの情報
発信だけでなく、ウェブへ発信していない発信型情報
サービス（パスファインダーなど）がないか調べるこ
と、発表では、どのような発信型情報サービスが行わ
れているのか、どういった情報が発信されているのか、
誰を対象としているのか、など具体的に言及するよう
に指示した。

（２）SNS演習（第7・9回）
　ソーシャル・ネットワークーク・サービスの普及に
より、ツイッターやフェイスブックを活用する図書館
が急増している。さまざまなソーシャルメディアが存
在するが、図書館においては、ツイッターが広く使わ
れている。
　図書館がツイッターを使う理由は、無料で使えるこ
とに加えて、リツイートなどの機能で情報を広く拡げ
ることができることや、ハッシュタグでイベントにつ
いての話題を共有することが容易にできることが考え
られる。そこで、本授業の SNS 演習でも、ツイッター
を用いた演習を行った。
①アカウントの取得
　学生全員に一人ずつ、ツイッターのアカウントを取
得させた。アカウントを持っていない学生にアカウン
トを取得させるとともに、すでに持っている学生であっ
ても新しくアカウントを取得させた。その理由は、す
でにアカウントを持っている学生は個人的に使ってい
るため、それを授業の一環として使う場合にプライバ
シーの問題などが生じる可能性があるからである。ま
た、図書館のツイッターをフォローするなどの演習を
行う際に、すでに多くのフォロワーがいると、学生の
演習状況を的確に把握することが困難になることも理
由の一つである。
②図書館のツイッターをフォロー
　法政大学図書館も市ヶ谷図書館と多摩図書館でそれ
ぞれツイッターを開設し、情報を発信している。ま
た、大学広報では、ツイッターで広報を行うほか、台
風や災害時の休講情報の発信に活用している。まずは、
法政大学図書館や法政大学の公式ツイッター等をフォ
ローさせ、どのような情報を発信しているのかを確認
させた。
③グループ学習
　ツイッターを使っていると、自分の発言がどのよう

回 テーマ 内容

4
発信型情報サービス
とは

発信型情報サービスについての講
義事例の紹介

7 SNS 演習 (1) ツイッターアカウントの取得

8 発表会①
学生発表（発信型情報サービスの
事例）

9 SNS 演習 (2)
図書館とツイッター、グループ演
習

10 CMS 演習 (1)
NetCommons を使ったウェブサイ
ト学生が管理するサイトへログイ
ン

11 CMS 演習 (2) 図書館ウェブサイトの共通点
12 CMS 演習 (3) ウェブサイト構築
13 CMS 演習 (4) リンク集、FAQ、日誌

14 CMS 演習 (5)
日誌の承認、レファレンス事例
データベースの構築

15 発表会②
学生発表（新しい発信型情報サー
ビス）

表１　発信型情報サービスについて回と内容
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に他者に見られているかを意識することが難しい。ソー
シャルメディアで発信することは、見知らぬ他者に見
られることを意味する。そのことを学生に意識させる
ために、グループ学習を行った。まず、3 ～ 4 名のグルー
プを作り、相互にフォローしたり、メンションやリツ
イートしたりして、自分の投稿がグループメンバーの
タイムラインにどのように表示されるかを確認しあっ
た。次に、相互にダイレクトメールを送り、ダイレク
トメールは外部に公開されないことを確認した。
　また、ハッシュタグを設定して投稿し、ハッシュタ
グを用いて検索するなどの演習を行った。
④課題：リストの作成
　図書館がどのようにツイッターを利用しているのか
をより詳しく理解するために、①図書館関連のツイッ
ターアカウントを 10 以上フォローする、② library と
いうリストを作成しフォローしたアカウントを登録し、
どのような理由でフォローをしたのか、どのような情
報を得ることができたかを、短く説明するという課題
を出した。

（３）CMS演習（第10～ 14回）
　演習で使う CMS は、司書課程の授業支援システム
の基盤として使っている NetCommons（註 15）を用いた。
NetCommons を用いた理由は下記の 4 点である。
① NetCommons はウェブサイトを作るためのユーザビ

リティにすぐれており、ICT の専門でなくても容易
に使うことができると示されている

②静岡県立図書館などの図書館ウェブサイトや、富士
通の図書館システム Ufinity など、図書館関連の分
野での利用実績がある

③汎用データベースモジュールがあり、データベース
を構築し情報発信を容易するモジュールが備わって
おり、レファレンスデータベース作成の演習が容易
に行える

④法政大学の司書課程の授業支援システム（HULiC）
は NetCommons で構築されており、学生は、毎回
の授業で使っているため、ユーザーインタフェース
に慣れている

まず、学生一人一人が管理者としてサイトを構築で
きるように、筆者が受講生全員分の NetCommons サイ
トのインストール作業を事前に行った。インストール
先は、学内に設置されている司書課程の Linux サーバ
を用いた。サイトにログインする ID とパスワード、管
理するサイトの URL は授業当日、学生に配布した。
　こうすることで、学生は一人ずつ自分が管理者とし
てサイトの構築を体験することができるようになる。
　これは、SaaS 環境でウェブを構築するのと同等の環
境である。SaaSとはSoftware as a Serviceの略称であり、
ユーザーがサービスを提供している業者と契約して、
特定のウェブサービスのみを利用することである。サー

バの管理などは業者が行うため、サーバの管理ができ
るエンジニアがいなくとも、ウェブを用いたサービス
を利用できるために注目されている。たとえば、富士
通の図書館システム「Ufinity」は SaaS の一種であると
言える。また、小中学校の学校ホームページも SaaS 環
境で構築されることが増えてきている。
　CMS 演習では、下記の内容を扱った。(1) ウェブサ
イトのコンテンツの作成、(2) ウェブ OPAC・データベー
ス等へのリンク、(3) 新着情報の表示、(4)Q&A、(5) リ
ンク集の作成、(6) ブログの設置とブログへの投稿・管
理者による認証、(7) レファレンス記録データベースの
構築と投稿・管理者による認証

（４）CMS演習内容の詳細
　CMS 演習の各回の授業について詳細を述べる。
①CMS演習 (1)CMS（NetCommons）と図書館サイト（第
10回）
　NetCommons で作られたサイトとして、「印西市立
内野小学校（註 16）」、「NetCommons2 公式サイト」、「富
士通 Ufinity（註 17）」、「京都大学図書館 KULINE（註 18）」、「静
岡市立図書館（註 19）」、「授業に役立つ学校図書館活用デー
タベース（註 20）」などを紹介した。
　そのうえで、学生一人一人が 1 つのサイトを一人で
構築することを説明し、管理者権限のある ID とパス
ワードを渡した。
　学生には、(1) サイトに管理者としてログインできる
ことを確認し、(2) パスワードを変更する、(3) サイト
名を変更する、(4) トップページに「お知らせ」モジュー
ルを配置し、練習サイトであることを明記させた。
②CMS演習 (2) ウェブサイトの共通点（第11回）

NetCommons の使い方について解説された図書『私
にもできちゃった ! NetCommons で本格ウェブサイト』

（新井 2012）をもとに、CMS を使ってどのようにサイ
トが構築されているのかを説明した。
　その後、図書館ウェブサイトにどのようなコンテン
ツが載っているのかを比較する演習を行った。演習で
は、東京六大学（東京・慶應義塾・早稲田・明治・立教・
法政大学）の図書館サイトにアクセスし、コンテンツ
やサイトのデザインにどのような共通点があるのかを
分析させた。
　その結果、「利用者別案内が見やすいところにある」

「左上のロゴをクリックするとトップページに戻る」「横
に並ぶヘッダーメニューがある」「トップページに開館
カレンダーがある」「トップページに OPAC 検索窓があ
る」「RSS を利用している」「サイト内検索機能がある」
などの共通点が多くみられることを確認させた。
　演習を通して、どの図書館にも共通している部分が
あることを学生に理解させた。ウェブサイトを作る目
的は「かっこいいサイト」を作ることではなく、「利用
者の知りたい情報を発信しているサイト」を作ること
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であり、利用者の知りたい情報を発信しているサイト
が、良いサイトである。そのため、ウェブサイトのデ
ザインは、奇をてらわず利用者にとってアクセスしや
すいものにする必要がある（新井 2012）ことを学生
は理解することができたと考えられる。
③CMS演習(3)NetCommonsでウェブサイトを作る（第
12回）
　授業を履修する学生のほとんどはウェブサイトを
作った経験がなく、また作った経験がある学生も
HTML 言語を用いて簡単なサイトを作った程度である
ことがわかっていたので、CMS でサイトを作ることを
理解することを目的とした。
　また、学生に自由に作らせると、作れる学生とそう
でない学生との間に差が生じる危険性があることも考
慮し、まずは、CMS でどのようにサイトを構築されて
いるのかを確実に理解することを目的に、全員が既に
存在しているサイトを NetCommons を用いて模倣する
演習を行った。
　まず、学生が作るサイトは、学生にとって身近な法
政大学図書館のウェブサイト（図 1）とした。法政大
学は大学自体の公式ウェブサイトを NetCommons 以外
の CMS を用いて構築しており、同図書館サイトも同じ
CMS を使っている。NetCommons ではない CMS であ
るが、CMS の基本的な機能は同じであり、同様のサイ
トを構築できることから、NetCommons で法政大学図
書館を模倣するサイトを構築することにした（図 2）。
　実際に CMS でサイトを運用する場合でも、デザイン
やロゴの作成等は、外注するデザイン業者が行うこと
が多い。そこで、サイトの構築にあたっては、公式サ
イトの画像やロゴを利用し、デザインにかける時間を
省くことにした。
　CMS でのサイト構築では、使うブラウザの種類や、
PC 環境によって、挙動が異なる場合があり、それぞれ
に対応した作成マニュアルを作ることは難しい。そこ
で、授業では、講師が実際にサイトを作る様子をプロ
ジェクターで映しながら説明し、学生がその手順を見
て、真似しながらサイトを構築する演習とした。作業

を進めていてわからない点は、TA が補助を行った。
④CMS演習 (4) リンク集、Q&A、日誌、レファレンス
データベース（第13回）
　図書館からの発信型情報サービスとしては、「Q&A」

「リンク集」「ブログ」「レファレンス事例データベース」
なども行われている。そこで、これらを、学生が構築
したサイトに設置する演習を行った。法政大学図書館
サイトには、Q&A のページはあるが、リンク集やブロ
グの開設はない。しかし、これらのサービスも発信型
の情報サービスであると言えるため、「リンク・Q&A」
のページを作り、その中に、リンク集、Q&A、日誌、
レファレンスデータベースを設置させた。リンク集は

「リンクリスト」モジュールを、Q&A は「FAQ」モジュー
ルを、日誌は「日誌」モジュールを、レファレンスデー
タベースには「汎用データベース」モジュールを用いた。
NetCommons のデフォルトのモジュールを用いること
で、このような機能を容易に使うことが可能であった。
図 3 は学生が汎用データベースで構築したレファレン
ス事例データベースの一例である。GUI で容易に項目
を設定したり、入力フォームの順番を入れ替えたりす
ることが可能である（図 4）。
　レファレンス回答を記録する、レファレンス事例集
はレファレンスをした時点での結果であって、時間の
経過とともに新しい内容に変化することが多々ある。
そこで、回答を作成した日時、更新した日時を記録す
ることが重要であり、作業の効率化を考えると自働的
に記載されることが望ましい。このような、設定も
NetCommons の汎用データベースモジュールを用いる
ことで容易に行えた。
⑤CMS演習 (5) 認証機能（第14回）
　CMS と使ってサイトを構築する理由の一つに、管理
者によるコンテンツの承認が行えることがある。
　3 ～ 4 名のグループに分け、それぞれ一般ユーザー
権限のアカウントを発行させ、管理者役と一般職員役
に分かれて、コンテンツを承認する演習を行った。一
般権限でログインした学生が、日誌やレファレンスデー
タベースに投稿し、その内容な管理者が確認して、問

図１　法政大学図書館ウェブサイト 図２　学生が作成したサイトの一例
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題がなければ承認する演習を行なった。このような演
習を通して、CMS を使うことで管理者がコンテンツを
すべて管理でき、組織としてサイトの運営が行なえる
ことを学生は理解できたと考えられる。

４．結果
　授業 1 回目には受講生の受講理由や、興味がどこに
なるかなどを確認するためにアンケートを実施してい
る。また、授業の評価としては大学が行っている「授
業改善アンケート」とは別に、当授業独自の「授業振
り返りアンケート」を秋学期 14 回目に実施した。
（１）授業前アンケート
　春学期第 1 回目に、学生の意識や情報環境を確認す
る目的でアンケートを行った。回答数は 1 回目の授業
に出席した 14 名である。
　実際に司書資格を取りたいと思っているのかを聞い
たところ、「ぜひとも資格を修得したい」が 8 名、「で
きれば資格を修得したい」が 6 名、「わからない」「資
格を修得するつもりはない」は 0 名であった。司書資
格を取りたいと思う動機についての自由記述には、「司
書になりたい・図書館で働きたい」のほかに、「資格が
ほしい」という意見があった。
　また、受講生がどのようなソーシャルメディアを活
用しているかについても聞いた。その結果、Facebook
の利用は 5 名（36%）、twitter が 10 名（71%）、LINE
が 12 名（86%）であった。
　一方、ブログを開設したことがある学生は 5 名

（36%）、wikipedia で記事を編集した経験があるのが 0
名、Web サイトを作ったことがあるのが 3 名（21%）
であった。
　ソーシャルメディアの利用については、多くの学生

が LINE や twitter といった SNS を日常的に使い、情報
のやり取りをしていることが示された。一方、ブログ
の作成、wikipedia の編集、Web サイトの作成を行っ
たことがある学生は少なく、ウェブへ情報を体系的に
まとめて発信する経験がないという結果であった。ま
た、ウェブを作った経験がある学生は、高校の授業で、
HTML でサイトを作った経験がある程度であった。
　図書館の発信型情報サービスについて考えるために
は、まずはウェブへの情報発信の方法について、理解
を深める演習を行うことが望ましいことが示された。

（２）授業後アンケート
　授業のふりかえりアンケートを秋学期 14 回目の授
業中に実施し、当日の出席した 14 名全員が回答した。
①　SNS演習
　「SNS 演習（twitter を使った演習）によって、twitter
の仕組みについて理解できましたか」の問いに、「理解
できた」と回答した学生 11 名、「少し理解できた」と
回答した学生 3 名であった。（図５）

図３　「汎用データベース」モジュールで作った
レファレンス事例データベース

図４　GUIでデータベースのフォーム作成

図５
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　「図書館がどのように twitter を活用しているのか、
理解できましたか」の問いに「理解できた」と回答し
た学生 12 名、「少し理解できた」と回答した学生 2 名
であった。（図６）

②　CMS演習
　「CMS 演習（NetCommons を使ったウェブ作成演習）
によって、ウェブサイトがどのように作成されている
のか、理解することができましたか」の問いに「理解
できた」と回答した学生 10 名、「少し理解できた」と
回答した学生 4 名であった。（図７）

　「将来、ウェブを作る必要が生じたときに、今回の演
習内容をいかして作成することができると思いますか」
の問いに「とてもそう思う」と回答した学生 7 名、「そ
う思う」と回答した学生 6 名であった。（図８）

　「発信型情報サービスのための ICT の基礎知識を身に
つけることができたと思いますか」の問いに「とても
そう思う」と回答した学生 1 名、「そう思う」と回答し

た学生 11 名、「あまりそう思わない」と回答した学生
が 1 名であった。（図９）

④　授業評価と次年度への課題
　授業で行ったふりかえりアンケートでは、「授業全体
についての評価と感想」と「来年度に向けて、授業を
改善した方が良いと思うこと」を自習記述で回答させ
た。その結果、授業内容について「特に改善が必要な
点は無いと思う」「特になし」が 5 名、未記入が 5 名
であった。残りの 4 名は、教室についての要望や、グルー
プ学習に関しての意見であり、NetCommons やツイッ
ターを使った演習については要望がなかった。このこ
とからも、学生が本演習に満足していたと考えられる。

（３）課題の分析
①SNS演習
　ツイッターの図書館アカウントを 10 以上フォロー
しリストを作成する課題は、14 名の学生全員が作成す
ることができた。
　もともとツイッターを使っている学生は 11 名と多
数の学生が使っていたが、レポートの感想や、授業後
の感想では、「いつもツイッターを使っているけれど、
他人の画面から自分のツイートやメッセージを見るの
は新鮮でした。ツイッターの機能はなんとなくの認識
で使っていたので、今日説明を聞いて改めて使い方を
知りました」「ツイッターは結構前から利用してますが、
他人のディスプレイから自分のツイートを見たのは初
めてかもしれません」「Twitter を使っての演習、自分
の普段の使い方を見直すいい機会になった」といった
感想があり、図書館がどのようにツイッターを利用し
て情報を発信しているのかを、演習・課題を通じて理
解できたと考えられる。
② CMS 演習の結果
　学生がウェブサイトを作成できたか、定性的な評価
を行った。チェックをした項目は、（１）ヘッダーカ
ラムにメニューがあり、それぞれのページのコンテン
ツが存在するか、（２）リンク・Q ＆ A のページに、
Q&A、リンクリスト、汎用データベース、日誌のモジュー
ルが配置されコンテンツがアップされているか、（３）
左右のカラムのアイコンをクリックすると、法政大学

図６

図７

図８

図９
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図書館のサイトへアクセスすることができるか、（４）
中央カラムに、RSS モジュールで重要なおしらせ、ト
ピックス、展示のコンテンツが表示されているか、の
4 項目である。上記の項目を満たすか評価したところ、
14 名全員が上記の条件を満たすサイトを構築すること
ができていた。
　サイトのデザインについても、メニューの幅の設定
がうまくできていなかった学生が 1 名いたが。そのほ
かの 13 名は図２のようなメニューが整ったデザイン
のサイトを構築することができた。
　以上の結果から、学生は CMS を使って図書館サイト
を構築し、共同でサイトの運営を行う方法について理
解し、スキルを習得できたと考えられる。
　授業のふりかえりアンケートで、自由記述として
NetCommons を使って、図書館ウェブサイトを作成し
た感想を記入させたところ、下記の回答があり、CMS
を用いたサイトの構築や、情報発信について学生がお
おむね理解できたと考えられる。

「自分は NetCommons を用いたウェブサイトの作成
というものをやった事がなかったので、とても良い
勉強の機会となりました。情報検索の記述欄にも書
いた事ではあるのですが、これは一般企業に就職し
た際にも大いに役に立つ技術を覚えられたと感じて
います。」

「面白かったです。最初、法政大学の図書館をモデ
ルにしたウェブサイトを作ると聞いたときはそんな
ことできるのか？と思ったが、本当に簡単にそっく
りなものが作れて面白かった。」

「初めはどうやってサイトをつくるんだろうと戸
惑ったが、慣れてくると思ったよりも簡単にサイト
をつくることができた。ただ更新すればよいのでは
なく、見やすいような工夫を考えるのも楽しいと思
えるようになった。

「昔自分で html 言語を調べながらウェブサイトを
作ったことがありますが、今回 NetCommons を使っ
てウェブサイトを作ってみて、扱いやすさ、簡単さ、
ほかの人との情報共有など様々な点で優れていると
感じた。編集者が変わっても上手く引き継げるとい
うのは重要だと考える。」

「説明を受けるだけでなく実際にやってみることに
よってより理解を深めることができたと思う。グ
ループでの演習も面白かった。」

「公的な HP を作る側の目線に立って作成すること
は初めてだったので、楽しんで作成していました。
自らが作る立場に立ったことで、普段見慣れた大学
等の HP が、見やすく、利用しやすく工夫されてい
ることに、改めて気づくことが出来ました。」
　「最初はとても難しく感じたが、作成していくう
ちに、やり方を覚えてしまえば意外と簡単に作るこ
とが出来るのだと思った。」

　「簡単に大学図書館ホームページと同じものが出
来て感動しました。昔、HTML で画像リンクを作っ
たとき、とても苦労した覚えがあるので…。モジュー
ルの配置を簡単に変えられることにも驚きました。」
　「当初はウェブサイトについて「すごいスキルを
持った人が設計して、他の人はそれに乗っかるよう
にしてサイト運営をしている」というイメージを
もっていたので、意外と簡単に作れることに拍子抜
けした反面、スタンドプレーで作ったサイトは、後々
になって問題が生じるのだなということを実感しま
した。」
　「私にとっては少し難しかったですが、ウェブサ
イト作成の流れを実際に体験することができてとて
も面白かったです。」
　「twitterに関しては普段から使っていたのですが、
ウェブページは閲覧することはあっても作ることは
なかったので大変貴重な経験になりました。「こん
なに簡単にできるのか」というのが正直な感想です
が、実際に運営していくとまた違った面が出てくる
のだろうなと、興味深く感じます。今後自分で運営
することがあるのかというと微妙なところですが 、
仕組みを知っておくだけでも有意義なことだと思い
ます。」
　「非常に簡単な操作でしっかりしたウェブサイト
ができるということで驚いた。カラーやレイアウト
次第で多様なスタイルのウェブサイトができるの
で、すぐに使う機会はないかもしれないが、覚えて
おきたい。今回は法政大学図書館のページからのコ
ピペが多かったが、一から自作できるようにさらに
学びを深めていきたいと思う。
　「単純に楽しかった。 HP は管理者が一人で作る
からリンク切れなど年が経つにつれて不備がでてく
るのだと思っていたが、高位の権限を持つ人が複数
いて、管理部分を分担すれば負担も少なく、よりよ
い情報発信・HP 運営ができると体験的に感じるこ
とができた。」
　「毎回の感想でだいたいのことは記入してしまっ
たが、やはり、簡単に作成できることが本当に魅力
的である。」

③発表課題の内容
　第 1 回の発表会（秋学期第 8 回）では、学生が図書
館がどのような発信型情報サービスが行っているかを、
3 館以上調べて発表を行った。
　第 2 回の発表会（秋学期第 15 回）では、学生が新
しい発信型情報サービスを考えて発表した。発表にあ
たっては、自分がその図書館の司書になったらどうす
るのかといった視点で、どのような発信型情報サービ
スを提供したいと思うのかを考え、発表するように指
導した。学生は、どの図書館での発信型情報サービス
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を考えたのか、具体的に館を提示し、そこでどのよう
な発信型情報サービスを提供すれば、どのような利用
者にとってよりよい良いサービスを提供できると考え
たのかを発表した。
　発表では、SNS を使った発信型情報サービスに言及
した学生が 14 名中 8 名いた。学生の発表では、ただ
単にツイッターを使うというのではなく、例えば、ツ
イッター担当者の負担にならないよう、曜日ごとに担
当者とテーマを設定し、分担して発信を行う提案や、
ハッシュタグを使って情報を発信する提案、具体的な
事例をあげながら地域情報を発信する提案など、実際
の図書館を想定した具体的な提案が発表された。
　SNS 演習をふまえて、どのように SNS を使うと利用
者にとって役立つ情報を発信できるのか、サービスを
提供する側に立って考えることができており、本演習
の成果が表れているといえるだろう。
　また、ウェブサイトを充実させることに言及した学
生が 5 名おり、学生が管理している NetCommons のサ
イトに、日誌モジュールを配置し、どのようにイベン
ト情報を発信すれば利用者にとって便利になるのかを、
具体的なページを作成して説明した学生もいた。
　CMS 演習によって、学生に図書館のウェブサイトか
ら情報をどう発信できるのかを理解した上で発表が行
われ、CMS 演習が発信型情報サービスを考えさせる
きっかけとしても十分機能していることが示された。

５．考察とまとめ
　本授業では、ICT を得意としない文科系の学生を対
象に、ソーシャルメディアを使った SNS 演習と、CMS
を使ってウェブサイトを構築する CMS 演習を行った。

（１）SNS演習
　授業後のアンケートでは、ツイッターの仕組みにつ
いて理解できたと回答した学生 11 名、少し理解でき
たと回答した学生 3 名であり、学生は理解できたと考
えていることが示された。授業ではグループ演習で、
自分の発信がどのように他者に表示されるのかを確認
しあう演習も行ったが、学生の感想には「いつもツイッ
ターを使っているけれど、他人の画面から自分のツイー
トやメッセージを見るのは新鮮でした」といった感想
もあり、普段なにげなく使っているツイッターについ
て理解を深めることができたと考えられる。
　また、図書館がどのようにツイッターを活用してい
るのか理解できたと回答した学生 12 名、少し理解で
きたと回答した学生 2 名でありすべての学生が肯定的
に評価していた。
　これらの結果は、「仮説１：SNS を図書館がどのよう
に活用しているかを、実際に使われているソーシャル
メディアを使いながら演習（SNS 演習）することで、
学生は図書館がソーシャルメディアを用いた発信型情

報サービスについての理解を深めることができる」を
支持する結果であるといえるだろう。
（２）CMS演習
　授業後のアンケートでは、CMS 演習によって、ウェ
ブサイトがどのように作成されているのか、理解でき
たと回答した学生 10 名、少し理解できたと回答した
学生 4 名であり、CMS を使ったウェブの構築方法につ
いて学生は理解できたと考えていることが示された。
　また、将来、ウェブを作る必要が生じたときに、今
回の演習内容をいかして作成することができると思う
かを聞いた設問でも、とてもそう思うと回答した学生
7 名、そう思うと回答した学生 6 名であり、今回の演
習が実際にウェブを作る時に役に立つだろうと学生は
思っていることも示された。
　自由記述でも、「慣れてくると思ったよりも簡単にサ
イトをつくることができた」「説明を受けるだけでなく
実際にやってみることによってより理解を深めること
ができた」などの感想があり、学生たちは CMS を用い
ることでウェブが容易に構築できることを理解できた
と回答していた。
　アンケートの結果から、本演習を通して、学生は実
際に CMS（NetCommons）を用いてサイトを構築する
方法を習得することができたと考えられる。また、学
生が感想にも書いていたように、本授業で行った実践
内容は、図書館職員としてだけでなく、企業に就職し
たり、日常生活の中で何らかのまとまった情報を発信
しようとしたりする際に役立つスキルである。
　本実践で学生がウェブを作った環境は、SaaS 環境で
あり、SaaS サービスを提供している企業と契約すれば、
本演習と同様にウェブを構築できる。このように、実
際にサイトを構築するスキルを身に着けることができ、
図書館業界に就職したときに限らず、ウェブサイト作っ
て情報を発信する必要が生じたときに役に立つスキル
を習得できたと考えられる。
　これらの結果は、「仮説２：CMS を用いたウェブ作
成演習（CMS 演習）を通して、学生はどのようにウェ
ブが構築されているのかを理解するとともに、ウェブ
を用いたサービスについての理解を深め、CMS を用い
た情報発信のためのスキルを身につけることができる」
を支持する結果であるといえるだろう。

（３）抽象的概念を学ぶために
　発信型情報サービスは近年出てきた概念であり、学
生にとっては理解が難しい内容でもある。そこで、
SNS や CMS を使ったどちらの演習でも、単にツイッ
ターや NetCommons を使ってみましょうというのでは
なく、図書館がどのようにそれらを使っているのかを
説明し、実際にそれぞれのサイトにアクセスして具体
的に理解できるような授業を行った。
　また、学生にとって CMS でのサイト構築ははじ
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めてのことであったので、『私にもできちゃった！
NetCommons で本格ウェブサイト』を使って CMS の
特性について説明をしたうえで、図書館ウェブサイト
のコンテンツの共通点を分析したり、導線を確認した
りする演習を行った後、サイトを作る演習に移った。
　このように、講義形式で抽象的な内容を行ったうえ
で、演習で具体的にサイトを構築したり発信したりす
る具体的な体験をふまえ、レポートや発表課題を行っ
た。抽象的な内容を具体的な演習で理解し、それをふ
まえて課題レポートや発表をすることで、より理解し
やすくなったと思われる。本演習は発信型情報サービ
スについて学生の理解を深め、スキルを高めるために
有効であるといえるだろう。

６．おわりに：今後の課題
　本演習にはいくつかの課題もある。まず、情報発信
のための ICT の基礎的な知識を身につけることができ
たのかという問いに、「４．そう思う」と回答した学生
は 11 名いたが、「５．とてもそう思う」と回答した学
生は 1 名だけであり、「２．そう思わない」と回答した
学生も 1 名いた。ICT の基礎知識を十分に習得できて
いないと思っている学生が多いと思われる。
　しかし、「情報サービス演習」だけでは ICT のすべて
の領域をカバーすることは不可能である。学部の情報
演習科目や他の司書課程科目「図書館情報機器論」「情
報資源組織演習」「図書館演習」などとあわせて、カリ
キュラムの質の向上が望まれる。
　また、今年度の授業では十分に時間がなくて行えな
かったが、レファレンス演習とレファレンスデータベー
ス構築を組み合わせることで学習効果が高まると考え
られるので、グループでのレファレンス演習とデータ
ベース構築をセットで行いたい。また、構築したウェ
ブサイトから実際に情報を発信するような演習も検討
していきたい。
　CMS で作るウェブサイトのデザインについては、十
分に扱う時間がないので、参考図書の提示や補講で対
応できるようにしたいと考えている。
　情報化社会の中で、ICT を活用したサービスを図書
館が実施するためには、図書館員に高度な知識やスキ
ルを持つことが必須といえる。図書館司書課程の新カ
リキュラムはそれをふまえてのことであったが、情報
化社会を生きる司書を育成するために、どのようなカ
リキュラムを作り、実施していくのか、司書課程での
実践を報告しあい、教員間の連携をさらに深めること
も必要であると思われる。本稿がその一助となれば幸
いである。
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